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本資料は、連動先の遮断スイッチ設定確認とジャンパーピンの設定を行うための準備として記入するものです。現場の仕様に準じて本資料に記載してください。また、設定後は、本記録用紙を大切に保管してください。リニューアルや

基板交換時に設定した内容の確認が必要となります。なお、本受信機を使用するにはジャンパーピンの設定以外にデータベースの設定も必要です。（ＴＭ１０８５０「ＦＡＰＪ／ＦＣＳＪ１０７Ｓ（進ＰⅣ・少回線タイプ）機能設定表」を参照）

【はじめに】

（例：ＦＣＳＪ１０７Ｓ－Ｒ－２０ＬＴ）

１．遮断スイッチ設定表

２．接点、ジャンパーピン構成図

■ 相互電話 ： ＪＴ１、ＪＴＥＬ（２－３間）短絡（出荷時は１－２間短絡：相互電話無しモード）

■ 地区音響回線の断線・短絡監視 ： ＪＰＫ短絡（出荷時は短絡）

■ 地区音響出火階直上階鳴動 ： ＪＰＦ１、ＪＰＡ１短絡 （Ｆ６～１０を使用する場合）

■ 地区音響出火階直上階鳴動 ： ＪＰＦ２～５、ＪＰＡ２～５短絡（Ｆ１１～Ｆ３０を使用する場合）

■ 基板内コモン共通化（無電圧） ： ＪＰＦ３～５（Ｆ１１～Ｆ３０を使用する場合） 注）ＪＰＦ２は使用不可

（機能設定表ＴＭ１０８５０の２項オプションスイッチの設定と６項、７項が移報出力回線設定の遮断スイッチ内容と同じものです）

（例）ＪＴＥＬの設定：１－２間に設定の場合

注）ＪＴＥＬ、ＪＰＫのみ出荷時より設定済みのため〇が付いてますが、

【ジャンパー設定の記載方法】

注）Ｆ１１～Ｆ１５が無電圧ａ接点でＦ１６～Ｆ２０を地区音響（有電圧）のような使い方はできません。

・移報接点の標準装備はＦ１～Ｆ１０（ＰＳＵ基板）で、Ｆ１１～Ｆ３０はＯＰ基板が必要です。

・Ｆ５はトランスファ接点、Ｆ１～Ｆ４は独立したコモンのメーク接点、Ｆ６～Ｆ３０は５接点で

１コモンのメーク接点です。

・ステータス連動で「異常代表」または「主電源断」にした場合、正常時にリレーがオン状態

となり、Ｃ－Ａ端子間が導通します。異常時にオン信号が必要な場合は、Ｆ５ （Ｃ接点）

のＣ－Ｂ端子間を使用してください。

【移報接点の構成】 【地区音響の使用方法】

・相互電話を行う場合は、Ｆ５のトランスファ接点を使用してください。

【相互電話の使用方法】

変更する場合は×を付ける等の対応をしてください。

・ダイオード付ベルを使用する場合（地区音響回線の断線・短絡監視を行う場合）、ＢＫＣ－ＢＫＦ端子を使用して一斉鳴動としてください。

・一般型ベルで区分鳴動とする場合、Ｆ接点を使用し地区音響有電圧移報用のジャンパーピンＪＰＦ１～ＪＰＦ５、地区音響一斉鳴動用のジャンパーピンＪＰＡ１～ＪＰＡ５を設定してください。
Ｆ６～Ｆ３０を地区音響（有電圧）として使えます（Ｆ１～Ｆ５は無電圧限定）。地区音響として使う場合はＦ６～使用できますが、Ｆ１１～は前詰めで使ってください。

・一般型ベルを接続する場合は、ジャンパーピン（ＪＰＫ）を取り外し、『データベース設定説明書』を参照の上、「０６．空き回線」で地区音響を「空き」に設定してください。

・本機の地区音響回路は、従来の進Ｐシリーズ同様、鳴動時マイナスコモン（ＢＫＣ）です。監視時は極性反転して断線・短絡監視を行うため、プラスコモン（ＢＫＣ）です。

火災代表遮断

非常放送遮断

スイッチ名称（標準） 遮断する接点スイッチ名称（変更時）

Ｆ接点（ＦＡ－ＦＣ）※固定

消火栓遮断

防排煙遮断

ＯＰ２

ＯＰ１

スイッチ名称（標準） 用途

ＯＰ３

ＯＰ４

遮断 ／ ノンロック ／ ロック

遮断 ／ ノンロック ／ ロック

遮断 ／ ノンロック ／ ロック

遮断 ／ ノンロック ／ ロック

遮断する接点スイッチ名称（変更時）

■ 諸表示（ＬＸ）電源用 ： ＪＰＩ－短絡（受信機電源を使用する場合）

・諸表示（ＬＸ）を受信機電源（Ｉ±）から供給する場合、「ＪＰＩ－」を設定することで、Ｉ－とＬＸＣの渡り配線は不要になります。

【諸表示（ＬＸ）の電源について】


